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3月定例会
　平成29年第1回定例会は、3月9日に開会し3月
17日に閉会しました。条例15件、補正予算6件、当初
予算9件、その他人事案件への同意など全会一致で
可決しました。

平成29年度予算（全体）

【平成29年度　一般会計予算】

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、総
額
１
１
２
億
６
，

０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
。

　
町
長
選
挙
が
２
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
必
要
経
費
と
継

続
的
事
業
を
計
上
し
た
骨
格
予
算
と
な
り
ま
し
た
。震
災
か
ら

の
復
興
の
た
め
の
予
算
は
最
優
先
で
す
が
、今
後
も
、地
方
交

付
税
の
縮
減
に
伴
い
、施
策
に
優
先
順
位
を
付
け
徹
底
的
に
無

駄
を
省
い
た
財
政
運
営
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。町
長
の
町

づ
く
り
へ
の
考
え
が
反
映
さ
れ
る
肉
付
け
の
予
算
は
、６
月
定

例
会
で
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議会費　92,915
（1%）

総務費　1,767,867
（16%）

民生費　3,108,393
（28%）

衛生費　883,271
（8%）

農林　902,599
（8%）

教育費　512,925
（4%）

災害復旧費　1,324,339
（12%）

公債費　1,120,047
（10%）

消防費　360,451
（3%）

商工費　438,651
（4%）

土木費　717,955
（6%）

（単位：千円）

費　目 金　額 前年比
議　会　費 92,915 331

総　務　費 1,767,867 ▲ 65,641

民　生　費 3,108,393 ▲ 417,080

衛　生　費 883,271 ▲ 51,136

農　林　費 902,599 ▲ 272,615

商　工　費 438,651 ▲ 129,546

土　木　費 717,955 ▲ 1,036,242

消　防　費 360,451 ▲ 48,828

教　育　費 512,925 ▲ 176,086

災害復旧費 1,324,339 1,320,572

公　債　費 1,120,047 ▲ 193,729

諸　支　出 587 0

予　備　費 30,000 0

総　額 11,260,000 ▲ 1,070,000

総額１１２億6,000万円　（単位：千円）
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一般会計予算

平成29年度一般会計予算は112億6,000万円です。主な歳出は次のとおりです。

平成29年度特別会計予算

費　目 事業名 金額（千円） 説　明

情　報　費 光情報通信基盤整備事業 205,000 平成29年度分（H27年度～H30年度事業）

総　務　費 山の都創造ファンド事業 23,000 まちづくり支援事業等に活用（起業支援、空き家改修支援等）

児童福祉費 子育て支援施設運営費 25,915 子育て支援センター（12,940千円）病後児保育室（12,975千円）

農　業　費 日本型直接支払事業 577,747
中山間地（333,000千円）
多面的機能（226,381千円）
環境保全型（18,366千円）

商　工　費 文化交流拠点施設費 4,499 人件費、維持管理費

土　木　費

大矢野原演習場周辺民生安定化事業 249,200 継続事業（上鶴・水の田尾下鶴線改良工事）

社会資本整備総合交付金事業 240,100 高速道路工事委託料

震災被災住宅応急修理費 17,280 国から補助（576千円×30件）

災害復旧費

過年度林業施設災害復旧費 288,978 矢部水越線、菊池人吉線、場抜線

過年度公共土木施設災害復旧費 1,010,160 道路50件、河川100件

文化的景観災害復旧費 21,284

岩尾城周辺遊歩道・通潤用水災害
復旧工事　（3,951千円）
布田神社災害復旧補助金
（15,894千円）

《山都町国民健康保険特別会計》 《山都町国民宿舎特別会計》

《山都町住宅新築資金等貸付事業特別会計》

《山都町水道事業会計》

《山都町簡易水道特別会計》

《山都町後期高齢者医療特別会計》

《山都町介護保険特別会計》

《山都町病院事業会計》

合　計

32億5,919万3,000円 7,150万5,000円

525万6,000円

8,444万6,000円

2億6,827万6,000円

2億3,666万3,000円

27億2,549万6,000円

10億6,299万2,000円

72億8,434万4,000円
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一般会計予算　Ｑ＆Ａ

問
　（
中
村
）　
地
籍
調
査
の
見
通
し

は
。矢
部
地
区
は
ま
だ
13
％
だ
。

答
　（
地
籍
調
査
課
長
）
　蘇
陽
地
区

は
後
２
年
程
度
で
完
了
す
る
予
定
だ
。

そ
の
後
は
、人
員
を
矢
部
地
区
に
増

員
し
進
め
て
い
く
。

問
　（
後
藤
）　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

委
託
料
は
毎
年
１
億
３
，５
０
０
万

円
だ
が
、適
正
な
の
か
。福
祉
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
に
替
え
る
考
え
は
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）
　児
童
生
徒

を
基
本
と
し
た
バ
ス
の
台
数（
35
台
）

は
減
ら
せ
な
い
が
、路
線
の
見
直
し
や
、

交
通
弱
者
へ
の
対
応
は
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

問
　（
吉
川
）　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
性
化
協
議
会
と
は
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）
　平
成
28

年
度
か
ら
農
地
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、そ
れ
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か

を
協
議
す
る
場
で
あ
る
。

問
　（
田
上
）　
緑
川
漁
協
へ
の
負
担

金
の
支
払
い
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

水
力
発
電
施
設
以
外
も
支
払
っ
て
い

る
の
か
。

答
　（
清
和
支
所
長
）
　

水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て

は
、発
電
開
始
当
時
、漁

協
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

発
電
が
続
く
限
り
継
続

す
る
も
の
で
あ
る
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）
　

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
か
ら
の

排
水
に
つ
い
て
も
緑
川
漁

協
に
支
払
っ
て
い
る
。

問
　（
藤
澤
）　
漁
協
は
、

そ
の
負
担
金
を
ど
の
よ
う

に
使
っ
て
い
る
の
か
。

答
　（
農
林
振
興
課
長
）
　

環
境
整
備
、稚
魚
の
放
流
、

学
校
教
育
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

問

　（
藤
澤
）　
昨
年
度
、

教
員
補
助
の
報
酬
を
引

き
下
げ
た
が
、そ
の
後
の

影
響
は
。

答
　（
教
育
長
）
　報
酬
は
引
き
下
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、そ
の
分
人
員
を

増
員
し
、複
式
学
級
に
補
充
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

問
　（
赤
星
）　
大
野
小
学
校
の
管
理

契
約
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　（
学
校
教
育
課
長
）
　教
育
委
員

会
が
管
理
者
で
あ
る
。地
元
自
治
振

興
区
と
協
議
し
て
、き
ち
ん
と
し
た
形

で
契
約
を
行
う
。

一
般
会
計
予
算
Ｑ
＆
Ａ

総
務
常
任
委
員
会
関
係

総務常任委員会関係予算
38億8,479万2千円

議会費
92,915

予備費
30,000

諸支出金
587 総務費

1,767,867

消防費
360,451

教育費
512,925

公債費
1,120,047

乗り継ぎのため待機するコミュニティバス

単位：千円

木造校舎が残る旧大野小学校
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一般会計予算　Ｑ＆Ａ

問
　（
田
上
）　
農
業
委
員
の
報
酬
は
、

基
本
額
に
能
率
額
を
加
算
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、能
率
額
と
そ
の
財
源
は
。

答
　（
農
林
振
興
課
長
）
　能
率
額
は
、

活
動
実
績
に
応
じ
て
積
算
す
る
。財

源
は
、農
地
最
適
化
交
付
金
で
あ
る
。

ま
た
、推
進
委
員
の
基
本
額
は
年
額

10
万
円
で
あ
り
、能
率
額
の
上
限
を

加
算
す
る
と
、17
万
２
千
円
程
度
と

な
る
。

問
　（
後
藤
）　
捕
獲
し
た
有
害
獣
の

処
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　（
農
林
振
興
課
長
）
　

法
律
で
は
、捕
獲
物
は
原
則

持
ち
帰
る
こ
と
と
さ
れ
、や

む
を
得
な
い
場
合
は
生
態

系
に
影
響
が
な
い
よ
う
な

適
正
な
方
法
で
埋
設
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問
　（
工
藤
）　
法
律
に

従
っ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、土

地
を
持
た
な
い
人
は
埋
め

る
こ
と
も
で
き
な
い
。捕
獲

物
の
焼
却
処
理
は
で
き
な

い
の
か
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）
　

一
般
ゴ
ミ
処
理
に
影
響
の
な

い
範
囲
で
の
受
け
入
れ
は

可
能
だ
が
、温
度
管
理
の
問

題
上
、個
体
そ
の
も
の
の
受
け
入
れ
は

難
し
い
。現
場
の
技
術
者
と
協
議
を
し

て
、受
け
入
れ
の
ル
ー
ル
を
作
る
必
要

が
あ
る
。

問
　（
吉
川
）　
町
の
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
にW

i

︲Fi

を
設
置
す
る
予
定
は
。

利
用
者
に
よ
る
情
報
発
信
に
有
効
だ
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）
　今
年

度
は
光
通
信
も
完
成
す
る
。予
算
の

検
討
は
ま
だ
だ
が
、観
光
施
設
で
の

W
i‒
Fi

設
置
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

問
　（
稲
葉
）　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
は
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）
　全
国
的

に
も
返
礼
品
が
高
額
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。本
町
で
は

返
礼
品
の
割
合
を
、寄
付
額
の
30
％

～
40
％
以
内
に
抑
え
て
い
る
。今
後
も

町
の
魅
力
あ
る
商
品
の
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

問
　（
赤
星
）　
通
潤
橋
修
理
に
伴
い
、

現
在
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
国

民
休
養
地
と
御
小
屋
の
管
理
委
託
費

の
積
算
根
拠
は
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）
　立
ち
入

り
禁
止
で
は
あ
る
が
、周
辺
の
草
刈
り

等
の
維
持
管
理
は
必
要
で
あ
り
、そ
の

費
用
で
あ
る
。

問
　（
赤
星
）　
緑
川
の
清
流
館
の
風

呂
場
の
改
修
費
用
は
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）
　清
流
館

の
風
呂
場
の
効
率
が
悪
い
の
は
承
知

し
て
い
る
。改
善
に
向
け
て
協
議
を
し

て
い
る
。ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

も
募
集
し
て
人
的
支
援
を
し
て
い
く
。

一
般
会
計
予
算
Ｑ
＆
Ａ

経
済
建
設
常
任
委
員
会
関
係

多くの人で賑わう服掛松キャンプ場

旧緑川小学校を改修して整備された清流館

経済建設常任委員会関係予算
33億8,354万4千円

林業費
32,719

商工費
438,651

農業費
869,880

土木管理費
717,955

災害復旧費
1,324,339

単位：千円
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問
　（
中
村
）　
浜
美
荘
が
民
営
と
な

る
予
定
だ
。民
営
化
に
は
、コ
ス
ト
の

削
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
求
め
ら
れ

る
。民
営
化
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に

期
待
し
た
い
も
の
だ
が
。

答
　（
副
町
長
）
　サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、業

者
の
選
定
は
慎
重
に
行
う
。ま
た
、町

は
措
置
費
の
支
出
先
と
し
て
監
督
権

が
あ
る
の
で
、し
っ
か
り
関
わ
っ
て
い
く
。

問
　（
吉
川
）　
病
後
児
保
育
室
の
看

護
師
は
雇
用
で
き
た
の
か
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）
　４
月
の
開

園
時
に
１
名
は
確
保
し
た
。新
し
い
事

業
な
の
で
、状
況
を
見
な
が
ら
、事
業

の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、体
制
を

確
立
し
た
い
。

問
　（
後
藤
）　
健
康
福
祉
課
は
大

所
帯
で
あ
り
、児
童
福
祉
と
高
齢
者

福
祉
を
分
け
る
な
ど
、課
の
分
割
が

必
要
で
は
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）
　現
在
、５

名
の
係
長
と
２
名
の
支
所
係
長
が
お

り
、県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
審
議
員
と
共

に
、毎
月
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、事

務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
心
掛
け
て

い
る
。

問
　（
赤
星
）　
子
育
て
支
援
事
業
費

は
社
協
か
ら
の
派
遣
職
員
の
人
件
費

を
入
れ
る
と
３
，０
０
０
万
円
に
な
る
。

国
県
の
補
助
の
割
合
は
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）
　そ
れ
ぞ
れ

３
分
の
１
と
な
っ
て
い
る
。

問
　（
吉
川
）　
子
育
て
環
境
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
健
康
福
祉
課
、社
協
、

教
育
委
員
会
な
ど
の
担
当
者
が
集

ま
っ
て
子
育
て
会
議
を
実
施
し
て
い
る

が
、何
名
で
何
回
の
開
催
な
の
か
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）
　関
係
各
所

か
ら
10
名
の
参
加
、年
２
回
を
予
定

し
て
い
る
。

問
　（
中
村
）　
浦
川
の
浄
化
施
設
や
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

検
査
な
ど
、職
員
は
各
施
設
の
点
検

等
に
立
ち
会
っ
て
い
る
の
か
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）
　各
浄
化
施

設
は
法
定
検
査
を
県
の
浄
化
槽
協
会

に
委
託
し
て
い
る
。ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
査
に
は
職
員
が
立

ち
会
う
。

一般会計予算　Ｑ＆Ａ

一
般
会
計
予
算
Ｑ
＆
Ａ

厚
生
常
任
委
員
会
関
係

厚生常任委員会関係予算
39億9,166万4千円

衛生費
203,448

社会福祉費
2,191,385

児童福祉費
903,753

災害救助費
13,255

保健衛生費
679,823

生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

　
私
た
ち
の
家
庭
で
で
き
る
ち
ょっ
と
し
た
心
掛
け

野
菜
く
ず
は
、

肥
料
に
も
な
る
よ
！

ゴミの分別は

きちんとしましょう 食べ残しが出ないように

必要量を調理しましょう！

単位：千円
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問
　（
中
村
）　
工
事
請
負
業
者
は
長
年
の
付
き
合
い
だ
。専
門
性
の
高
い
工
事

だ
が
、他
社
か
ら
相
見
積
も
り
等
と
る
必
要
は
な
か
っ
た
か
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）
　工
事
積
算
基
準
書
等
の
資
料
を
基
に
、必
要
額
を
見

積
も
っ
た
。災
害
査
定
を
受
け
る
上
で
も
細
か
い
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、問
題
な
い
と
考
え
る
。

問
　（
田
上
）　
煙
突
や
本
体
は
、広
域
廃
棄
物
処
理
場
の
建
設
予
定
ま
で
持

ち
こ
た
え
ら
れ
る
の
か
。

答
　（
環
境
水
道
課
長
）
　広
域
廃
棄
物
処
理
場
は
平
成
37
年
に
稼
働
予
定
で

あ
る
。煙
突
は
工
事
後
20
年
ま
で
耐
用
可
能
で
あ
る
。本
体
に
つ
い
て
も
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
な
運
転
を
心
が
け
、点
検
を
適
切
に
行
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

補正予算　

【
工
事
請
負
契
約
】

（
工
事
概
要
）
　本
施
設
は
、一
般
廃
棄
物
焼
却
施
設
と
し
て
28
年
が
経
過
し
て

い
る
。昨
年
の
熊
本
地
震
で
煙
突
内
部
の
レ
ン
ガ
の
崩
落
や
、外
壁

の
一
部
に
ク
ラ
ッ
ク
が
生
じ
た
。施
設
の
稼
働
を
停
止
す
る
こ
と

な
く
工
事
を
進
め
る
た
め
、特
殊
な
工
法
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、本
施
設
の
設
置
、稼
働
当
初
か
ら
点
検
整
備
に
当
た
っ
て
い
る

（
株
）川
崎
技
研
と
随
意
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
し
た
。

工
事
名
　

 

小
峰
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

            

煙
突
復
旧
工
事

契
約
金
　

 

８
，２
０
８
万
円

　
　
　
　
　
　
　

 

災
害
復
旧
補
助
金
の
対
象（
国
／
８
割
負
担
）

工
事
業
者
　

 

（
株
）
　川
崎
技
研

　（福
岡
市
南
区
）

　
　
　
　
　

 

※
入
札
の
方
法
／
随
意
契
約

工
事
期
間
　

 

平
成
29
年
３
月
15
日
～
10
月
30
日

平成28年度一般会計補正予算（第7号）
　平成28年度一般会計補正予算は、22億1,345万3千円を追加し、総額を244億2,045万3千円と
しました。主な内容は次のとおりです。

費　目 事業名 金額（千円） 説　明

災害救助費 災害見舞金 11,540 災害見舞金は250件を見込み、不足額1,540千円を計上
災害弔慰金（関連死）は2件を見込み、10,000千円を計上

土　木　費 名ヶ川災害
関連工事費 ▲119,000 河川災害復旧工事費を、国から補助が見込まれる災害復

旧工事費に振り替えた。補正後は59,390千円

教　育　費 工事請負費 13,000 蘇陽中学校武道場吊り天井撤去工事

災害復旧費

現年度農業施設
災害復旧費 2,280,605 農地911件、施設875件を全件現年度で補正した。

補正後は4,429,696千円

過年度林業施設
災害復旧費 ▲262,393 全86件のうち36件を補正で実施

残り50件は平成29年度へ組み替え

諸 支 出 金

通潤橋未来への
懸け橋基金費 10,000 通潤橋復興寄付金から基金へ積み立てる。

山の都創造ファンド費 90,000

内訳：民都機構/30,000千円
　　  まちづくりやべ/5,000千円
　　  清和資源/5,000千円
　　  町/50,000千円

小峰クリーンセンター

【
Ｑ
＆
Ａ
】
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一　般　質　問条　例

◇
山
都
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
◇

◇
山
都
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
◇

◇
山
都
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
◇

◇
山
都
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
◇

◇
山
都
町
子
育
て
支
援
施
設
設
置
条
例
◇

　内
容
は
、職
員（
非
常
勤
職
員
を
含

む
）が
育
児
や
介
護
の
た
め
に
離
職
す

る
こ
と
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、勤
務
条
件
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。現
行
１
回
し
か
取
得
で
き

な
か
っ
た
介
護
休
暇
は
、３
回
に
分
け

て
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、二
件
の
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　農
業
委
員
の
定
数
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　農
業
委
員
の
定
数
は
、現
在
の
32
人
か
ら「
19
人
」に
、ま
た
、新
た

に
設
置
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
は「
28
人
」と

な
り
ま
し
た
。

※「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」は
、担
当
地
区
内
で
、担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
活
動
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や

解
消
等
に
向
け
た
農
地
利
用
状
況
調
査
や
意
向
調
査
等
の
現
場

活
動
を
行
い
ま
す
。

　水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
の
統
合
に
当
た
り
、料
金
体
系
を

統
一
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、水
道
事
業
の
基
本
料
金
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。実
質
３
㎥
分
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
　《現

　行
》
　基
本
水
量

　10
㎥

　→

　１
，０
８
０
円

　
　《改
正
後
》
　基
本
水
量

　７
㎥

　→

　１
，０
８
０
円

　※
基
本
水
量
を
超
え
て
使
用
す
る
場
合
の
料
金
は
、現
行
ど
お
り
で
す
。

　山
都
み
ら
い
保
育
園
に
併
設
さ
れ
た
子
育
て
支
援
施
設（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
・
山
都
町
病
後
児
保
育
室
）の
利
用
目
的
や
利
用
方

法
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　「子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」は
就
学
前
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
、「
病

後
児
保
育
室
」は
満
１
歳
か
ら
小
学
３
年
ま
で
の
児
童
が
対
象
で

す
。　利

用
時
間
と
料
金
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

無
　
料

（
平
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
休
館

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

５
時
間
以
上

５
時
間
未
満

使
用
時
間

（
平
日
）午
前
８
時
～
午
後
６
時
30
分

（
土
曜
）午
前
８
時
～
午
後
５
時

※
日
曜
・
祝
日
は
休
館

病
後
児
保
育
室

１
，０
０
０
円

５
０
０
円

保
育
園
児

２
，０
０
０
円

１
，０
０
０
円

自
宅
保
育
児 

小
　
学
　
生

可決された15件の条例のうち主なものを紹介します。
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条　例

通潤橋未来への懸け橋基金条例

山の都創造ファンド条例

【山の都創造ファンドの概要】

　山都町では、平成28年4月の熊本地震、6月の豪雨で被災した「国指定重要文化財　通潤橋」の復
興のために、被災直後よりHP等で寄付金を募ってきました。その総数は207件、10,492,834円となりまし
た。そのうち1千万円を一般会計より繰り入れ、今後通潤橋とその周辺施設の復旧復興を円滑に推進す
るために、この基金を設置しました。基金は、直接的な復旧に対してだけでなく、未来へと維持していくた
めの技の伝承や、長期にわたる復旧工事を映像で残したりすることにも活用していきます。
※基金の使途は、使途検討委員会（仮）を設置して検討していきます。今後もリーフレットやチラシを
作成し、全国の土木学会や、文化団体、九州内の自治体等にも募金の周知を図っていきます。

　9,000万円を基金として「山の都創造ファンド」を設立します。基金は、今後約6年間を目途に、町づくり
の後押しをするために活用していきます。内容は、町内の移住定住対策、町の賑わい事業、地域コミュ
ニティの維持向上などを目的とした活動に対し助成するもので、補助率は対象事業の2分の1から4分
の3、また補助額の限度は50万円から300万円とします。申請に対する審査は、検討委員会を設置して
行う予定です。

問 （後藤）　山の都創造ファンドは、今年度2,050万円の拠出を予定しているが、申し込みが多
ければ増額するのか。

答 （企画政策課長）　取り崩し型なので、大判振る舞いはできない。今後6年程度は使えるように配
分していくつもりだ。

答  （山の都創造課長）　4月からの応募状況をみながら、積極的な活用をしたい。

※MINTO機構とは、民間都市開発の推進に関する特別措
置法によって昭和62年に国交省の指定を受けた法人。支
援実績は1,200件、支援総額は1兆8千万円。県内実績は
宇土市、上天草市。

5,000万円

3,000万円

山の都創造事業補助金

1,000万円

山都町からの拠出金

MINTO機構（※）からの
拠出金

◦創造的復興支援事業
◦まちづくり支援事業
◦賑わい再生事業
◦定住支援事業
◦起業支援事業
◦コミュニティ活性化事業

町内企業からの拠出金

（まちづくりやべ500万円）
（清和資源　   500万円）

山の都創造ファンド

山都町設置基金
（取崩型）

9,000万円
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問 

梅
田
町
長
が
初
当

選
さ
れ
た
。就
任
に
当

た
っ
て
一
番
大
切
に
す
る

こ
と
は
何
か
。

答 

（
町
長
）
　山
都
町

は
広
い
町
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、つ
ぶ
さ
に
町

内
を
見
て
回
り
、町
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
町

民
目
線
の
町
政
を
心
が

け
た
い
。ま
た
、議
会
と

胸
襟
を
開
い
て
議
論
を

し
、職
員
に
対
し
て
は
待

ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、提

案
型
を
促
す
。課
題
に
対

し
て
ス
ピ
ー
ディ
な
判
断

を
し
て
い
く
。

問 

町
の
総
合
計
画
の
今

後
３
年
間
の
実
施
計
画

が
示
さ
れ
た
。総
額
は

２
８
９
億
円
程
度
の
よ

う
だ
。こ
の
見
積
額
に
災

害
時
の
投
資
額
が
な
い

の
で
は
。

答 

（
総
務
課
長
）
　総

合
計
画
は
、町
の
基
本

的
な
将
来
像
を
描
き
、

そ
れ
を
目
指
す
基
本
施

策
を
表
す
も
の
で
あ
り
、

災
害
等
の
緊
急
を
要
す

る
も
の
は
予
測
が
つ
か

ず
、総
合
計
画
の
中
の
予

算
見
積
に
は
計
上
し
て

い
な
い
。

問 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
。

答 

（
総
務
課
長
）
　グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
建
設

は
、体
育
施
設
整
備
基

金
と
日
本
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
補
助
金
が

財
源
だ
っ
た
。今
後
条
件

が
整
え
ば
着
手
は
可
能

と
考
え
て
い
る
。

問 

同
和
保
育
園
の
名
称

が
変
わ
っ
た
。こ
の
い
き

さ
つ
に
は
釈
然
と
し
な
い

も
の
が
あ
る
。地
元
や
卒

園
者
の
理
解
を
得
て
い

る
の
か
。

答 

（
副
町
長
）
　1
月

に
保
育
園
名
の
公
募
に

よ
る
名
称
変
更
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
を
持
っ
た
。

納
得
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
認
識
だ
が
、統

合
保
育
園
で
も
そ
の
理

念
を
受
け
継
ぐ
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

名
称
が
変
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
閉
園
と
同

様
だ
。統
合
さ
れ
る
園
に

は
説
明
会
が
開
か
れ
、ま

た
閉
園
予
算
も
あ
っ
た
。

同
和
保
育
園
に
対
し
そ

れ
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）
　

答
申
は
、三
つ
の
園
を
閉

園
し
、矢
部
同
和
保
育

所
に
統
合
す
る
と
い
う

内
容
だ
っ
た
の
で
、同
和

保
育
所
は
閉
園
で
は
な

く
存
続
の
考
え
で
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

問 
名
称
公
募
の
結
果
、

数
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た「
同
和
保
育
園
」で
は

な
く
、少
数
だ
っ
た「
山

都
み
ら
い
保
育
園
」に
決

定
し
た
。選
考
委
員
会

に
同
和
保
育
園
の
果
た

し
た
役
割
を
説
明
し
た

の
か
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）
　

特
に
説
明
は
し
て
い
な

い
が
、応
募
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
に
は
、同
和
の
名
称

を
消
さ
な
い
で
ほ
し
い
こ

と
や
、設
立
の
経
緯
を

詳
し
く
書
い
た
も
の
も

あ
り
、そ
れ
を
そ
の
ま
ま

検
討
委
員
会
に
提
示
し

た
。

一　般　質　問

中村　益行 議員

答　 町民目線の町政を心がけ、議会とも胸襟を開いて議論し、スピー
ディな課題解決に努める。

町長就任に当たって、一番大切にして
いくことは。

新築された山都みらい保育園の正面玄関
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問 

４
月
か
ら
開
園
す
る

山
都
み
ら
い
保
育
園
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
る
が
、つ
ど
い

の
広
場
シ
ャ
ベ
ル
が
入
る

こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
が

２
月
14
日
に
行
わ
れ
た
。

遅
す
ぎ
で
は
な
い
の
か
。

答 （
健
康
福
祉
課
長
）

子
育
て
支
援
拠
点
事

業
の
一
本
化
に
つ
い
て
は
、

委
託
し
て
い
る
社
協
と

話
し
合
い
を
し
て
い
た

が
、結
果
的
に
利
用
者
へ

の
説
明
が
遅
れ
た
こ
と

は
、意
思
の
疎
通
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。

問 

シ
ャ
ベ
ル
の
機
能
を

頼
っ
て
子
育
て
を
し
て
い

た
方
々
に一
言
。

答 （
健
康
福
祉
課
長
）

早
め
の
対
応
が
で
き
な

かっ
た
こ
と
は
反
省
し
て

い
る
。

問 

県
は
阿
蘇
の
大
規
模

な
田
畑
の
崩
壊
に
対
し
、

耕
作
し
や
す
い
圃
場
へ
の

整
備
を
予
算
化
す
る
と

発
表
し
た
が
、本
町
に
は

当
て
は
ま
ら
な
い
の
か
。

答 （
町
長
）
　今
回
の
被

害
に
対
す
る
補
助
金
の

申
請
は
進
ん
で
お
り
、震

災
復
旧
復
興
の
事
業
に

は
該
当
し
な
い
と
思
う

が
、町
の
農
業
施
策
と
し

て
、今
後
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

答 （
農
林
振
興
課
長
）

阿
蘇
の
例
は
ま
だ
決
定

で
は
な
い
が
、阿
蘇
の
大

規
模
損
壊
を
調
査
す
る

中
で
、創
造
的
復
興
の

方
向
が
出
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
。度
重
な
る
災
害

に
強
い
圃
場
の
整
備
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

問 

半
農
半
Ｘ
の
暮
ら
し

を
目
指
し
て
移
住
し
た

い
方
の
た
め
の
制
度
は

あ
る
か
。

答 （
農
林
振
興
課
長
）

半
農
半
Ｘ
と
は
、自
給

的
な
農
業
を
し
な
が
ら
、

半
分
は
他
の
仕
事
や
楽

し
み
を
す
る
生
活
だ
と

認
識
し
て
い
る
。小
規
模

な
農
業
を
目
指
す
方
の

た
め
に
、本
町
で
は
農
地

取
得
の
規
模
を
50
ア
ー

ル
か
ら
30
ア
ー
ル
へ
と
下

げ
て
い
る
。従
来
の
兼
業

農
家
の
支
援
も
続
け
て

い
く
。

問 

移
住
定
住
を
促
進
す

る
た
め
に
若
者
向
け
住

宅
の
建
設
や
、貸
家
の
充

実
を
図
る
べ
き
で
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　浜

町
仮
庁
舎
跡
地
の
若
者

向
け
住
宅
は
、測
量
と

地
質
調
査
を
終
え
た
の

で
、今
年
度
実
施
計
画

に
入
る
予
定
で
あ
る
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

移
住
者
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、空
き
家
の
改

修
の
制
度
等
も
ニ
ー
ズ

に
合
う
よ
う
な
も
の
に

検
討
し
て
い
く
。

問 

町
外
か
ら
の
観
光
客

の
宿
泊
先
と
し
て
の
民

泊
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

こ
れ
か
ら
の
宿
泊
客
の

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、農
泊
や
民
泊
の
可

能
性
も
調
査
し
、国
の

法
制
度
な
ど
も
勉
強
し

な
が
ら
、町
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
だ
と
考

え
る
。

一　般　質　問

答　 震災復興の助成対象とはならないが、圃場の基盤整備は今後の重
要課題と捉えている。

耕作しやすい圃場の整備についての
考えを。

吉川　美加 議員

町外からのボランティアが棚田の復旧作業を手伝う
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問 

災
害
復
旧
に
対
す
る

町
長
の
考
え
を
。

答 
（
町
長
）
　農
業
災
、

公
共
災
を
含
め
、工
事

業
者
が
不
足
す
る
中
で
、

一
日
も
早
い
復
興
を
目

指
し
て
、国
や
県
に
要

望
活
動
を
積
極
的
に
進

め
る
。

問 

人
口
減
少
対
策
は
。

答 

（
町
長
）
　山
都
町

に
魅
力
を
感
じ
た
方
々

の
定
住
促
進
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
に
、職

員
、議
員
と
議
論
し
て

い
き
た
い
。

問 

本
町
に
は
二
つ
の
森

林
組
合
が
あ
る
が
、チ
ー

ム
と
な
っ
て
安
価
な
住
宅

の
開
発
が
で
き
な
い
か
。

答 

（
町
長
）
　国
産
住

宅
は
割
高
感
が
あ
る
が
、

木
材
資
源
豊
富
な
本
町

で
、研
究
開
発
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

矢
部
高
の
入
学
者
の

減
少
に
つ
い
て
の
打
開
策

は
。

答 

（
町
長
）
　起
死
回

生
の
策
は
な
い
。矢
部
高

の
進
学
率
の
良
さ
や
、支

援
メ
ニュ
ー
の
豊
富
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

問 

浜
町
、馬
見
原
商
店

街
の
振
興
策
は
。

答 
（
町
長
）
　人
口
減

少
を
考
え
て
も
、町
中
の

経
済
だ
け
で
発
展
は
厳

し
い
だ
ろ
う
。町
の
資
源

を
観
光
ル
ー
ト
に
開
発

し
、交
流
人
口
を
増
加

さ
せ
る
策
を
考
え
た
い
。

問 

町
外
に
住
む
役
場
職

員
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

（
町
長
）
　様
々
な

事
情
が
あ
ろ
う
が
、町

づ
く
り
の
先
頭
に
立
つ

役
場
職
員
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
話
し
合
い
た
い
。

職
員
だ
け
で
な
く
、住

み
た
い
町
の
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。

問 

集
落
営
農
の
進
め
方

は
。

答 

（
町
長
）
　集
落
営

農
は
、基
盤
整
備
が
肝

心
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

先
行
し
て
実
施
し
て
い

る
モ
デ
ル
地
区
を
行
政

と
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
推

進
し
、こ
の
地
で
未
来

に
渡
っ
て
安
心
し
て
営

農
で
き
る
組
織
作
り
を

目
指
し
た
い
。

問 

有
機
農
業
に
つ
い
て

の
認
識
は
。

答 

（
町
長
）
　本
町
の

有
機
農
業
は
大
変
先
駆

的
で
あ
り
、移
住
し
て

有
機
農
業
に
取
り
組
み

た
い
方
も
多
い
よ
う
だ
。

就
農
者
に
対
し
、研
修

機
関
を
作
る
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
る
。

問 

交
流
拠
点
施
設
の

概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

運
営
に
つ
い
て
は
、当

面
は
町
が
直
営
で
行
う
。

経
費
は
約
４
５
０
万
円
。

基
本
的
に
は
収
益
を

上
げ
る
施
設
で
は
な
く
、

町
の
情
報
を
集
め
、町

の
歴
史
を
知
り
、町
の

良
さ
を
再
認
識
し
て
頂

き
た
い
施
設
で
あ
る
。

問 

旧
蘇
陽
高
校
の
利

活
用
に
つ
い
て
の
現
状
は
。

九
州
の
ヘ
ソ
に
あ
り
、幣

立
神
社
の
横
と
い
う
立

地
を
生
か
さ
な
い
手
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答 （
企
画
政
策
課
長
）

今
ま
で
５
法
人
か
ら
の

接
触
が
あ
っ
た
。他
の
遊

休
施
設
を
抱
え
る
中
で
、

県
の
財
産
を
ど
う
活
用

す
る
か
は
難
題
で
あ
る
。

飯星　幹治 議員

答　 当面の運営は町が行い、町の情報を集め、町の歴史を知り、町
のよさを再認識する拠点施設とする。

文化交流拠点施設の概要は。

一　般　質　問

文化交流施設には、山都町の文化財や伝統芸能の資料が展示されている

12議会だより「山都」 第24号



一　般　質　問

問 

昨
年
の
地
震
と
豪
雨

災
害
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
、仮
設
や
見
な
し
仮

設
に
入
居
し
て
い
る
方

の
今
後
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　本

町
で
は
６
戸
の
仮
設
住

宅
を
設
置
し
て
い
る
。仮

設
は
期
限
付
き
で
あ
る

が
、本
町
の
仮
設
住
宅

は
木
造
で
あ
り
、期
限
が

来
た
ら
取
り
壊
す
の
か
、

町
営
住
宅
と
し
て
残
す

の
か
議
論
し
て
い
く
。

問 

道
路
の
復
旧
状
況
は

ど
う
か
。

答 

（
建
設
課
長
）
　町

道
の
被
害
箇
所
に
つ
い

て
は
、応
急
の
措
置
を
し

て
、ほ
と
ん
ど
片
側
な
り

通
行
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。県
道
や
国
道
に
つ

い
て
は
今
後
も
工
事
が

早
く
終
わ
る
よ
う
要
望

し
て
い
く
。

問 

震
災
に
よ
る
観
光
へ

の
影
響
は
。

答 

（
山
の
都
創
造
課
長
）

震
災
直
後
は
、通
年
の

10
％
か
ら
20
％
ま
で
売

り
上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
。

２
億
以
上
の
赤
字
と
な

る
予
測
だ
っ
た
が
、そ
の

後
の
商
店
街
や
観
光
協

会
の
努
力
に
よ
り
、１
億

円
の
減
収
に
と
ど
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

問 

農
地
災
害
に
つ
い
て
、

一
括
し
て
入
札
は
で
き
な

い
の
か
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

地
区
ご
と
に一
括
し
て
発

注
し
た
り
、一
社
に
地
域

を
限
定
し
て
発
注
す
る

例
は
あ
る
。本
町
で
も
国

の
災
害
復
旧
事
業
の
う

ち
、緊
急
な
も
の
に
つ
い

て
は
財
政
の
許
す
範
囲

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

町
外
の
建
設
業
者
か

ら
指
名
願
い
は
出
て
い
る

の
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　宮

崎
県
と
阿
蘇
郡
か
ら
そ

れ
ぞ
れ一
社
ず
つ
提
出
さ

れ
て
い
る
。

問 

岡
本
副
町
長
か
ら
見

た
山
都
町
は
ど
ん
な
印

象
か
。

答 

（
副
町
長
）
　山
都

町
は
飛
躍
す
る
可
能
性

に
満
ち
た
町
だ
と
感
じ

て
い
る
が
、ま
だ
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
町

の
宝
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。山
や
川
、里
山
歩
き

と
い
っ
た
自
然
資
源
だ

け
で
な
く
、安
全
安
心
で

お
い
し
い
農
作
物
も
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
ブ

ラ
ン
ド
化
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。ま
た
、最
近

活
躍
し
て
い
る
若
者
の

力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
も
魅
力
の一つ
だ
と

感
じ
て
い
る
。

問 

山
都
町
に
足
り
な
い

も
の
は
何
か
。

答 

（
副
町
長
）
　町
民

が
地
域
の
魅
力
を
理
解

し
、発
信
し
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
か
。自
分
た
ち

の
地
域
に
自
信
を
持
つ

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。

問 

今
後
の
町
の
観
光
行

政
を
ど
う
考
え
る
か
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

山
都
町
は
農
業
38
％
、

商
工
関
連
事
業
が
30
％

で
農
業
と
観
光
関
連
で

約
７
割
を
支
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
は
交

流
型
と
考
え
て
い
る
。町

の
魅
力
の
情
報
発
信
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

答　 震災直後は落ち込んだが、その後の営業努力で１億円の減収にとど
めることができた。

震災による観光への影響は。

田上　聖 議員

延岡で開催された「熊本応援フェア」に参加した町内業者。くまモンも応援
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
役
場 

議
会
事
務
局

〒
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本
県
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郡
山
都
町
浜
町
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7
）7
2
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1
2
8
9

※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。
（☎72-1289）

次の定例会は、

6月の予定です。
傍聴にお越しください。

 

発
行
責
任
者

議

　
　長

　中
村
一
喜
男

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長

　吉
川

　美
加

副
委
員
長

　後
藤

　壽
廣

委

　
　員

　飯
星

　幹
治

編

後
集

記

　桜
前
線
の
開
花
予
想
が
聞
か
れ
る

春
、
町
内
の
各
学
校
で
は
入
学
式
が
あ

り
、新
社
会
人
も
誕
生
す
る
季
節
で
す
。

山
都
町
に
お
い
て
も
新
町
長
が
誕
生
し

ま
し
た
。
新
感
覚
で
の
行
政
手
腕
に
大

き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。
議
会
も
緊
張

感
を
持
ち
、町
民
の
感
性
を
生
か
し
て
、

山
都
町
の
未
来
へ
の
方
向
性
を
見
失
う

こ
と
な
く
、
と
も
に
町
の
将
来
像
を
築

き
た
い
も
の
で
す
。

　
　（
後
藤
壽
廣
）

【主要地方道矢部阿蘇公園線建設促進特別委員会を設置しました。】
　平成28年熊本地震後、多くの幹線道路が被災する中、矢部阿蘇公園線の重要性が再認識され
たところです。本定例会において、矢部阿蘇公園線の早期開通に向けて、特別委員会を設置する
旨の発議が出され、全会一致でこれを可決しました。
　構成委員は、経済建設常任委員会5名、総務常任委員会1名、厚生常任委員会1名です。

(提出者：工藤文範　　賛成者：稲葉富人)

（提出の理由）　
　主要地方道矢部阿蘇公園線は、観光や地域振興、防災対策などの効果が期待される重要な路
線であるにもかかわらず、未整備の区間があるため、未だネットワークを形成するに至っていない。
当道路の早期整備の実現に向けて本町議会に特別委員会を設置し、国、県に対し強く要望活動を
する必要がある。

選任同意

◎山都町固定資産評価審査委員の選任に同意しました。３名とも再任です。
　上野義宏さん（65歳・上寺）　片岡教行さん（71歳・高月）　後藤冠さん（67歳・二瀬本）

志賀美枝子さん
（69歳・金内）

坂梨理恵子さん
（55歳・浜町）

鈴木幸生さん
（73歳・大平）

◎監査委員（新任） ◎教育委員（新任） ◎教育委員（再任）

※教育委員の定数
は4名です。男性
2名、女性2名の
構成です。


